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神
奈
川
ネ
ッ
ト

か
が
や
く
鎌
倉

鎌
倉
み
ら
い

　

市
の
人
口
推
計
調
査
で
は
、
20

年
後
は
１
万
５
千
人
の
人
口
減

少
、
子
ど
も
構
成
比
は
２
％
減
少

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
労

働
人
口
の
減
少
を
招
き
将
来
の
財

政
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。
鎌
倉

の
未
来
を
ど
う
作
っ
て
い
く
の
か
、

２
０
１
３
年
度
は
、
そ
の
方
向
性

を
決
め
る
重
要
な
年
に
当
た
り
、

抜
本
的
な
改
革
を
求
め
ま
し
た
。

●
行
財
政
改
革
の
あ
り
方

　

行
財
政
改
革
は
、
単
な
る
職
員

数
削
減
に
と
ど
ま
ら
ず
、
事
業
の

見
直
し
と
精
査
が
必
要
で
す
。
現

在
の
中
事
業
の
一
括
評
価
で
は
な

く
、
個
別
事
業
を
評
価
す
る
体
制

作
り
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
活

発
に
活
動
を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民

事
業
を
市
の
業
務
に
活
用
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
力
量
を

備
え
る
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
の
方
法
や
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
機

能
を
行
え
る
中
間
組
織
と
な
る
よ

う
市
が
責
任
を
持
っ
て
後
押
し
す

べ
き
で
す
。

●
環
境
対
策
の
徹
底

　

中
国
か
ら
飛
来
す
る
Ｐ
Ｍ
２
・

５
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
独
自
に
観
測
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
福
島
原

発
事
故
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
今

も
、
放
射
能
汚
染
問
題
は
解
決
し

て
い
ま
せ
ん
。
現
行
の
大
気
・
土

壌
・
食
品
の
測
定
を
継
続
し
、
迅

速
に
公
表
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
ま
た
、
化
学
物
質
過
敏
症
の

子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
最
悪

な
状
況
を
作
ら
な
い
た
め
に
子
ど

も
に
基
準
を
合
わ
せ
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
策
定
を
求
め
ま
し
た
。

●
地
方
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　

原
発
に
依
存
し
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
は
、
子
ど
も
達
の
未
来

を
守
り
ま
す
。
大
量
消
費
し
て
き

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
は

鎌
倉
市
で
も
で
き
る
政
策
で
す
。

電
気
消
費
量
が
多
い
公
共
施
設
の

省
エ
ネ
を
行
い
、
電
気
の
見
え
る

化
で
経
費
削
減
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
電
力
自
由
化
で
一
般
家
庭

で
も
新
電
力
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
か
ら
の

購
入
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ク

リ
ー
ン
な
電
力
を
求
め
る
市
民
の

た
め
に
、
太
陽
光
発
電
を
使
っ
た

地
域
発
電
所
も
視
野
に
入
れ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
構
築
す
べ
き
と

主
張
し
ま
し
た
。

●
社
会
全
体
で
子
育
て
支
援

　

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
た
め
の

子
育
て
支
援
は
急
務
で
す
が
、
相

変
わ
ら
ず
待
機
児
童
は
解
消
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
施
設
型
保
育
マ
マ

制
度
の
導
入
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
参
入
で

保
育
の
量
的
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
病
後
児
保
育
だ
け
で
な
く
、

病
児
に
も
対
応
で
き
る
安
心
の
仕

組
み
づ
く
り
を
求
め
ま
し
た
。

●
若
者
就
労
に
支
援
を

　

学
校
で
の
引
き
こ
も
り
な
ど
が

原
因
で
大
人
に
な
っ
て
も
引
き
こ

も
り
、
社
会
へ
の
第
一
歩
が
踏
み

出
せ
な
い
若
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
社
会
と
隔
た
り
を
持
っ
た
若

者
に
は
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の
き
め

細
や
か
な
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
で

す
。
受
け
皿
と
な
る
中
間
的
就
労

の
支
援
体
制
を
拡
充
す
べ
き
と
主

張
し
ま
し
た
。

●
新
年
度
予
算
を
試
金
石
に

　

平
成
25
年
度
は
、
次
期
基
本
計

画
策
定
前
の
最
終
年
度
で
あ
り
、

そ
の
予
算
は
「
持
続
可
能
な
都
市

経
営
」
を
実
現
す
る
た
め
の
試
金

石
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
主
要
事

業
の
選
択
と
集
中
の
実
現
、
包
括

予
算
制
度
導
入
の
効
果
、
積
極
的

な
歳
入
確
保
策
の
展
開
な
ど
、
新

年
度
予
算
原
案
に
賛
成
の
立
場
か

ら
、
盛
り
込
ま
れ
た
政
策
と
予
算

が
試
金
石
足
り
得
る
の
か
、
予
算

執
行
上
考
慮
す
べ
き
点
を
検
証
し

た
。
大
き
な
財
源
不
足
を
生
じ
て

い
る
現
後
期
実
施
計
画
か
ら
の
速

や
か
な
移
行
を
図
る
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
年
度
予
算
に
お
い
て

斟
酌
さ
れ
る
べ
き
昨
年
九
月
定
例

会
の
決
算
委
員
会
に
お
け
る
「
商

店
街
振
興
・
支
援
」
に
係
る
決
算

意
見
は
、
こ
の
政
策
を
積
極
的
に

充
実
さ
せ
る
内
容
と
は
言
い
難

い
。「
議
会
と
の
ゆ
る
ぎ
な
い
信

頼
関
係
」
を
築
く
中
、
民
間
活
力

を
生
か
す
予
算
と
は
な
っ
て
い
な

い
こ
と
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

●
災
害
対
策
と
少
子
高
齢
対
策

　

地
域
防
災
計
画
が
策
定
さ
れ
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
要
援
護
者
対
策
を
含
む
多
岐

に
わ
た
る
事
業
は
い
ず
れ
も
重
要

か
つ
緊
急
性
を
要
す
る
。
し
か
る

に
、
災
害
対
策
の
中
核
的
役
割
を

担
う
消
防
職
員
体
制
は
、「
事
業

あ
っ
て
人
な
し
」
の
危
険
水
域
に

達
し
て
い
る
。
自
助
か
ら
始
ま
る

防
災
・
災
害
対
策
の
総
合
的
な
人

的
体
制
の
再
構
築
を
要
す
る
。

　

重
点
施
策
の
少
子
高
齢
対
策
で

は
、
待
機
児
童
の
解
消
対
策
、
子

ど
も
会
館
・子
ど
も
の
家
の
整
備
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
介
護
老
人

福
祉
施
設
の
整
備
な
ど
、
新
規
事

業
を
含
む
積
極
的
な
予
算
化
を
評

価
す
る
。
こ
の
分
野
は
、
包
括
予

算
制
度
の
導
入
効
果
を
検
証
す
べ

き
事
業
も
多
く
、
執
行
管
理
を
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
歯
止
め
の
効
か
な
い
ご
み
行
政

　

ご
み
処
理
基
本
計
画
（
中
間
見

直
し
）
の
再
構
築
に
向
け
た
検
討

は
、
こ
れ
ま
で
実
現
が
担
保
で
き

る
方
向
へ
の
転
換
を
求
め
て
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
標
値
を
下

方
修
正
す
る
と
い
う
「
歯
止
め
」

な
き
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
続
い
て
い

る
。
ま
た
、
家
庭
の
燃
や
す
ご
み

等
の
戸
別
収
集
は
、
ク
リ
ー
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
と
の
併
用
も
視

野
に
検
討
す
る
と
の
見
解
が
示
さ

れ
、モ
デ
ル
事
業
の
分
析
を
含
め
、

い
ま
だ
検
討
不
足
の
感
が
払
拭
で

き
ず
、
平
成
26
年
度
か
ら
の
実
施

に
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
関
連
予
算
の
執
行
に
は
格
段

の
配
慮
を
求
め
る
。

●
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
歳
入
確
保
策

　

橋
、
下
水
道
と
共
に
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
中
核
的
事
業
で
あ
る
市
道

の
整
備
を
、
計
画
的
か
つ
的
確
に

行
う
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

財
政
負
担
と
い
う
視
点
で
は
、
公

共
施
設
再
編
整
備
に
劣
ら
な
い
。

そ
の
負
担
の
一
端
を
担
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
、
広
告
料
収
入
、
未

利
用
地
の
売
却
な
ど
、
新
鎌
倉
行

政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
登
載
の
歳
入
確
保
策

の
積
極
的
取
り
組
み
を
評
価
す
る
。

　

昨
年
12
月
に
３
年
３
カ
月
続
い

た
民
主
党
政
権
か
ら
自
民
党
が
政

権
を
奪
回
し
、
ま
た
新
し
い
時
代

が
始
ま
り
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
よ
る
デ
フ
レ
脱
却
、
名
目
３

％
の
経
済
成
長
の
達
成
な
ど
を
掲

げ
た
経
済
政
策
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
21
年
か
ら
始
ま
っ
た
松
尾

市
政
の
３
年
半
を
振
り
返
り
、
以

下
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
視

点
か
ら
平
成
25
年
度
予
算
を
審
査

い
た
し
ま
し
た
。

●
少
子
高
齢
化
の
課
題

　

少
子
高
齢
化
対
策
は
本
市
に
お

い
て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、 

ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
は
空
き
家

対
策
な
ど
の
住
宅
政
策
の
早
期
策

定
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
産
業
振
興
の
課
題

　
「
持
続
可
能
な
都
市
経
営
」
の

実
現
の
た
め
に
は
、 

産
業
振
興
策

や
新
た
な
収
入
確
保
が
必
要
不
可

欠
で
す
。「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

の
発
行
は
有
効
な
振
興
策
の
一
つ

と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
推
進
す
る

に
は
、
第
一
次
産
業
で
は
、
担
い

手
不
足
の
解
消
、 

新
た
な
産
業
で

は
「
職
住
近
接
型
Ｉ
Ｔ
Ｃ
ソ
フ
ト

産
業
」の
育
成
な
ど
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
鎌
倉
の
観
光
資
源
を
有
効

活
用
し
た
、
増
収
対
策
・
雇
用
確

保
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

　
「
大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発

事
業
」
は
権
利
者
の
意
見
集
約
に

長
期
間
を
要
し
て
い
る
の
で
、
期

限
を
設
け
て
協
議
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
大
多
数
の
同
意
が
得
ら

れ
な
け
れ
ば
計
画
を
白
紙
に
戻

し
、
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
整
備

を
先
行
さ
せ
る
こ
と
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
深
沢
地
域
国
鉄
跡
地
周
辺
総

合
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
当

初
の
計
画
ど
お
り
、
新
駅
構
想
を

完
全
に
切
り
離
し
て
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
ご
み
処
理
対
策
の
課
題

　

ご
み
処
理
問
題
は
松
尾
市
政
に

お
け
る
議
会
と
の
最
大
の
争
点
で

す
。

　

新
た
な
ご
み
処
理
基
本
計
画
は

順
調
に
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
計
画
が
達
成
で
き
な
い
か

ら
新
焼
却
炉
の
建
設
と
い
う
の
で

は
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
。
循
環
型
社
会
構
築
に
向
け
た

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施

設
の
方
が
未
来
に
夢
が
持
て
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
世
界
遺
産
登
録
の
課
題

　

世
界
遺
産
登
録
が
実
現
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
交
通
渋

滞
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
観
光

客
が
訪
れ
る
商
店
街
の
路
上
陳
列

商
品
や
設
置
看
板
な
ど
は
、
通
行

に
支
障
と
な
る
だ
け
で
な
く
景
観

上
の
問
題
も
あ
り
必
ず
解
決
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
修

学
旅
行
で
訪
れ
る
子
供
た
ち
へ
の

対
応
も
急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
公
共
施
設
の
維
持
管
理
の
課
題

老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
に
つ
い

て
は
そ
の
再
編
整
備
、
都
市
の
イ

ン
フ
ラ
（
道
路
・
橋
・
下
水
道
）

に
つ
い
て
は
計
画
的
な
維
持
管
理

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
を
次
期
基
本
計
画
へ
移
行
す
る
試
金
石
に

鎌
倉
市
政
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

ロ
ー
カ
ル
再
生
に
向
け
て
、未
来
に
つ
な
げ
る
市
政
運
営
を

新年度予算に対する
各会派の評価と見解

　

２
月
20
日
、
21
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
平
成
25
年
度
予
算
関
係

議
案
に
対
す
る
各
派
代
表
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
各
会
派
の
質
問

者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

○
神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
運
動
・
鎌
倉

　（
石
川 

寿
美 

議
員
）

○
か
が
や
く
鎌
倉
を

　
創
る
会

　（
山
田 

直
人 

議
員
）

○
鎌
倉
み
ら
い

　（
渡
邊 

昌
一
郎 

議
員
）

○
鎌
倉
無
所
属
の
会

　（
髙
橋 

浩
司 

議
員
）

○
日
本
共
産
党

　
鎌
倉
市
議
会
議
員
団

　（
吉
岡 

和
江 
議
員
）

○
公
明
党
　

　
鎌
倉
市
議
会
議
員
団

　（
納
所 

輝
次 

議
員
）

○
鎌
政
会

　（
岡
田 

和
則 

議
員
）

 

（
代
表
質
問
順
）

各 

派
代
表
質
問


